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入力：ラズベリーパイ の が、他のマイコンと特に変わっている点があれば教えてください。Pico PWM
：ラズベリーパイ は、 チップをベースにしたマイクロコントローラーボードであり、GPT  Pico RP2040 PWM (Pulse 

機能にも独自の特徴があります。以下は、 （そしてそれを搭載するラズベリーパWidth Modulation) RP2040
イ ）の と他の一般的なマイクロコントローラの との間の主な違いや特徴のいくつかです： Pico PWM PWM 

１．複数のスライス の ハードウェアは、「スライス」と呼ばれる独立した ジェネレータの集: RP2040  PWM  PWM 
合として構築されています。各スライスは つの出力チャンネルを持っており、個別に設定可能です。このアーキテ2
クチャにより、 が非常に柔軟であり、異なるタスクや周波数で同時に複数の 出力を生成することがPWM  PWM 
可能です。

２．独立したクロック 各 スライスは、独自のクロックソースとディバイダを持っており、これにより、各スライス:  PWM 
の動作周波数を個別に調整することができます。
３．バランス 不均一モード スライスは、標準的な「バランス」モードで動作することも、 つのカウンターを/ : PWM 2
使用する「不均一」モードで動作することもできます。これにより、 つの異なる 周期を同じスライスから生成2 PWM
することができます。

４． サポート ラズベリーパイ の は と組み合わせて使DMA :  Pico  PWM  DMA (Direct Memory Access) 
用することができるため、 設定を動的に変更することなく、バックグラウンドでデータを にフィードするこPWM  PWM 
とができます。

５．双方向ピン は、ピンが双方向であり、 信号を出力するだけでなく、入力としても動作できる: RP2040 PWM 
機能を持っています。

これらは チップとラズベリーパイ の の主な特徴であり、他のマイクロコントローラと比較し RP2040  Pico  PWM 
たときの一部の違いです。 に関する詳細な技術仕様や機能については、公式のデータシートやユーザRP2040 
ーマニュアルを参照すると良いでしょう。
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